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 マクロン氏・ルペン氏決戦へ 

4 月 23 日、フランス大統領選の第 1 回投開票

が行われました。 

事実上支持率 20％前後を獲得している 4 候補

の争いとなり、その結果、中道・独立系候補の

エマニュエル・マクロン前経済・産業・デジタル

相が 1 位、極右政党・国民戦線（ＦＮ）のマリー

ヌ・ルペン党首が 2 位となりました。 

いずれの候補も過半数を獲得できず、大統領

の選出は上位 2 名で争われる 5 月 7 日の決選

投票に持ち越されることになりました。 

 

 注目の争点は欧州連合（EU）統合 
反 EU のルペン氏、親 EU のマクロン氏が上位

2 名に残ったことで、市場が懸念していた反 EU

候補で決戦が行われるというフランス大統領選

に関する最大のリスクは回避されたと思われま

す。それを受け、市場では欧州の政治リスクが

低下したという安心感からユーロが上昇（対円）

し、国債利回りも上昇しました。 

昨年の「ブレグジット・ショック」の記憶がまだ新

しいところですが、結果次第では EU の将来に

も大きな影響を及ぼす恐れもあり注目です。 

 

 ユーロ圏の経済状況は？ 
イタリアやドイツなど欧州主要国では選挙戦を

控えており、政治リスクなど懸念材料がありま

す。しかし、ユーロ圏では、財政政策や緩和的

な金融政策、ユーロ安が追い風となり、IMF は

2017 年の成長率予想を１月時点から上方修正

しました。ユーロ安が輸出を後押しし、製造業

や貿易の回復の恩恵を受けることが期待され

ます。 

4 月 27 日、欧州中央銀行（ECB）は理事会で、

金融政策の現状維持を決めました。 

ドラギ総裁は「景気回復はよりしっかりしている」

とも発言しており、雇用の増加と賃金上昇が消

費を拡大させるという好循環がユーロ圏で生ま

れつつあると見られます。 

物価の上昇傾向が見られるかどうかが今後の

注目ポイントとなりそうですね。 

 
■仏大統領選挙第 1 回投票の得票率 

 
 

 
 

24.0 

21.3 

20.0 

19.6 
6.4 

8.7 

0 5 10 15 20 25

マクロン

ルペン

フィヨン

メランション

アモン

その他等

%

フランス大統領選、決戦は 5 月 7 日 

■ 親 EU

■ 反 EU

上位 2 氏決選

マクロン候補

ルペン候補

※フィヨン：共和党（中道右派）のフランソワ・フィヨン元首相、メランション：左

派党の元共同党首、アモン：社会党ブノワ・アモン前国民教育相 
※メランション氏の？は決選投票では自主投票を呼びかけているため 
出所：フランス内務省データ、各種報道等を参考にピクテ投信投資顧問作成 
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